ローエンド製品の開発途上国における製造 : ブラザーによるベトナムにおける製造活動を中心に by 石川 和男






























































































































































































































 ブラザー工業は、1908 年に創業し、34 年の会社設立以来、ミシン市場の拡大とともに業績を
－ 39 － 
伸ばした東証一部上場企業である。1960 年代からは、編み機、家庭用電化機器、タイプライター
など製品多角化をしてきたが、80 年代にはミシン市場が縮小した。一方、欧米では 1960 年代








た。そして 2014 年末には、44 カ国と地域に生産拠点、販売・サービス拠点を有し、海外売上
比率が全体の約 8 割に達している。そのため、生産・開発力、人材など、事業成長を支える経
営基盤のグローバル化を推進している。現在の連結従業員数は約 33 千人、アジアが 61.4%、日
本が 29.5%である。連結売上高は、2013 年度が約 62 百億円、事業分野別では約 7 割が情報機
器、ミシンは家庭用と工業用で 2 割弱である。また市場別売上高構成比は、北米約 33%、欧州
約 26%、アジア地域約 20%、日本約 20%である（ブラザーグループ［2014］pp.17-18）。 
 
(2) Brother Industries Vietnam Ltd. の概要 
 ブラザーグループのミシン製造・販売事業は、事業別売上高構成比からわかるように、現在
は約 2 割に過ぎず、情報通信機器事業が中核である。また家庭用ミシンのローエンドからハイ




の場所である。2011 年 4 月に工場建設に着工し、翌年 4 月から製造を開始したブラザー工業
100%出資会社である。従業員は約 16 百人で家庭用ミシン製造が主である。日本人駐在員は、
社長、副社長、製造、技術、品質管理担当の従業員 6 名のみで、他は全て現地従業員である。
現地従業員の平均年齢は、24、5 歳であり、管理職でも 35 歳程度である。女性比率は 95%に達
し、組立は 100％である。従業員は、ワーカー、班長、副班長、倉庫、品質管理、スタッフな
ど職種・職位を帽子の色で区別している。 
 同社の製造能力は、月産 10 万台であるが、家庭用ミシンは母の日やクリスマスのプレゼント
とされるため、季節変動がある。販売は全世界に船舶輸送している。製品の商流は、親会社に





























介業者からも紹介され、ほぼ 1 年中採用をしている。離職率は 2~3%であるが、テト明けには
離職率が上昇する。ベトナムの労働者の質は高く、手先が器用で真面目である。ただ、自宅通
勤の労働者が多いため、あまり経済的に危機感を持っていない。 
 最近は、人件費の上昇が大きな問題である。毎年 1 月に最低賃金改定を行い、ワーカーの場
－ 41 － 
合、最低賃金プラス αである。他社はベトナム全体の状況に応じて毎年改定しているが、毎年
15%程度賃金が上昇している。また、アマダ工業団地の日系企業、ホーチミンの日系企業など
の平均月額給与は、4 年前は 155 万ドンであったが、現在は 310 万ドンに達し、4 年でほぼ 2
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